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令和５年度後期学校評価の結果について 

 
 向春の候、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。日頃より本校の教育活動にご協

力とご理解をいただき、ありがとうございます。 

 さて、本校ではＰＤＣＡサイクルに則り、学校教育目標「すすんで学び、心豊かで、たくましい児童の育成 ～み

んな元気な学校～」の達成に向け、よりよい教育活動の推進を目指すことを目的に、学校評価を実施しております。 

後期学校評価の結果をお知らせいたします。この結果を受けて、子どもたちの育成に向けて取組を進めております。 

 

【保護者アンケートより】 

 
後期の評価は全体的に良好で、肯定的な評価が 80％を超える項目がほとんどです。具体的には、「お子さんは、

『授業はわかりやすい』と思っている。」や「お子さんは、いじめられたり無視されたりすることなく安心して過

ごしている。」といった項目で、否定的な評価は微減しています。一方で、「お子さんは、時間を守って行動して

いる。」や「お子さんは、進んで体を動かし遊んだり運動したりしている。」、「お子さんは、最後まであきらめず

に取り組んでいる。」といった項目は全体的に比べて評価が低い傾向にあります。しかし、前期と比べて少し改善

傾向が見られます。特に、「お子さんは、いじめられたり無視されたりすることなく安心して過ごしている。」と

いう項目については、前期よりも肯定的な意見が増えています。これは教職員一人一人が意識を高くし、未然防

止に取り組み、早期対応をチームで進めている結果と言えます。何か心配事や困っていることがありましたら、

学校にご連絡ください。我々は皆様の声を大切にし、より良い学校生活を実現するために努力しています。よろ

しくお願いいたします。 

（裏面に続く） 
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【児童アンケートより】 

 

児童の 90%近くが「学校が楽しい」と肯定的に回答していますが、一方で 1割弱の児童が否定的な意見を持って

いることがわかります。また、授業に対する理解度や安心感は高く、全体的に学校生活に満足している様子が見

受けられます。これらの結果から、子ども主体の授業づくりや全校での取り組みを通じて、学校が楽しいと思う

児童の数をさらに増やしていきます。 

一方で、あいさつや授業等の切り替えに関しては、肯定的な回答が低くなっています。あいさつの必要性や良

さだけでなく、お互いにコミュニケーションをとろうとする態度を養うことが重要と考えています。さらに、場

面に応じて気持ちの切り替えをする習慣を身につけさせることで、時間を守る意識を持たせていきます。 

 

【保護者アンケートのご意見より】 

また、自由記述でいただきましたご意見やご質問について、主なものを載せます。ご質問に答え切れていない場

合や新たなご質問、ご意見がある場合はご連絡下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 授業参観の日程について、いつも月初めに設定されていますが、参加したいのに仕事の都合上、月初めは

行きにくいことがあります。年 3回あるので、月初め以外の日程も盛り込んでいただきたいです。 

→ 来年度の予定では、授業参観の日程について調整中です。曜日などの偏りがないようにしていこうと

計画しています。 

・ ホームページの更新頻度が高く、学校の様子が見られて嬉しい。 

→ 更新がわかりやすいようにレイアウトを変更しました。 

・ 学校は子ども達がまとまった時間を過ごす場所です。遊び場が減っている今、勉強するという以外にもも

っと遊べたり、子どもが楽しく過ごせるような環境、子どもが行きたい！と求めるような場所であるとい

いなと思います。 

→ 来年度より、毎月第 1金曜日に休み時間を拡大して、楽しく遊べる時間帯を設ける予定です。 
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